
日 曜 学 校 行 事 等 下校バス

1 木 委員会 １４：２０

2 金 学力テスト（３年） １４：２０

3 土 週休日

4 日 週休日

5 月 朝会 ＡＬＴ １４：３０

6 火 小学校１日登校 新入生体験入学・説明会 １５：２０

キャリア学習発表会

7 水 午前授業 図書バス ＡＬＴ 町研２月研究大会 １３：１０

8 木 委員会 １４：２０

9 金 研修 校内授業研究 分掌部会 １３：１０

10 土 週休日

11 日 建国記念の日

12 月 振替休日

13 火 ＰＴＡ役員会 分掌部会 １４：２０

14 水 ＡＬＴ １４：３０

15 木 委員会 １４：２０

16 金 通常授業 １４：２０

17 土 週休日

18 日 週休日

19 月 朝会 参観日（親子ピアサポート） 学級懇談会 １４：２０

20 火 職員会議 定時退勤日 １４：２０

21 水 職員会議 図書バス ＡＬＴ １４：２０

22 木 委員会 １４：２０

23 金 天皇誕生日

24 土 週休日

25 日 週休日

26 月 ＡＬＴ 生徒指導対策委員会 １４：２０

27 火 スクールヘルスリーダー来校 １４：２０

28 水 ＡＬＴ 研修 １４：２０

29 木 朝学習（１・２年）～３月２日 １４：２０
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２月 行事予定表

～太田中学校ホームページへ～

日常の教育活動の様子をはじめ、

学校情報が掲載されております。右

のＱＲコードやインターネットで、

「太田中学校ホームページ」などと

検索してアクセスしてみて下さい。

「人の振り見て我が振り直せ」
校長 小 林 香 織

２５日間の冬休みが明け、いよいよ３学期です。１７日の始業式では、「自分の頭で考えて行動する」
ことについてお話しました。誰かに言われるがままではなく、「自分で考え、判断し、行動できる人間」
に一歩でも近づくことが、本校の校訓や学校教育目標で描かれている人物像であることと合わせてお
話しました。３学期は、１年のまとめの時期でもあり、これまでに培ってきた各自の力を発揮すると
共に、次の１年への準備の期間でもあります。短い３学期を有意義に過ごして、次に繋げたいもので
すね。

☆ ☆ ☆
２６日(金）には、『総合的な活動の時間～キャリア学習発表会』を行いました。保護者、地域の皆

様に参観いただき、それぞれに評価をいただきありがとうございました。
今年度から、学校祭や学習発表会ではなく、「総合的な活動の時間発

表会」として、夏は「ふるさと学習」、冬は「キャリア学習」それぞれ
の発表会を行っています。テーマは違っても、学習の流れは右図のよ
うに同じ流れで行います。これを３年間行うことで、自然と『学び方』
が身につくことをねらいとしています。
８月に役場町民ホールで行った『ふるさと学習発表会』と比べて、

今回の発表は、学習内容も発表のスキル等も、各学年ともに成長が感
じられました。前回の「ふるさと学習」に比べ、今回の「キャリア学
習」の方が自分事として捉えやすかったという側面があるのかもしれ
ません。それでも、『学び方』を少しずつ身に付けていることは間違い
ないと感じられる発表だったと思います。
しかし「発表がうまくできたかどうか」ということよりも、発表に至るまでに「何を学んだのか」

が大事です。発表の時に緊張して「噛んだ」とか「キョドった」なんてことはよくあること。それよ
りも「決められた時間内に自分のやるべきことをやっていたか」「自分の意見をしっかりとみんなに伝
えることができたか」など、学習全体をふりかえり、次につなげてほしいものです。
昔からいわれる「人の振り見て我が振り直せ」ということわざがあります。よく「人の失敗（間違

った行動や言動）を見て、自分はしないようにしよう」という意味に捉えがちですが、元々の意味は
「他の人の姿や行動、言葉などを見て聞いて、自分のことを見直そう」です。今回の「キャリア学習」
で、様々な人の声や考え方を集めた中で、生徒一人一人が「真似してみたい」「自分もそうなりたい」
と思えるものを見つけ、自分の生活や学びに取り入れてほしいと思います。

☆ ☆ ☆
「学び」は、机に向かって勉強するだけでなく、様々なところにちりばめられています。もしかす

ると最も大きな学びは、日常生活の中にあるのかもしれません。普段何気なく行っている自分の行動
をちょっと改善するだけで、違う世界が開けることもあります。自分以外の人の行動や言動を変えよ
うとしても難しいですが、自分自身の行動や言動は自分の意思で変える事ができます。様々な学びを
通して自分自身を見直し、自分のよさを見つけるとともに、他の人のよさも取り入れながら、より良
い方へ成長してほしいものです。私たち教職員は、生徒にとって学校や教室が「安心して失敗できる
場所」であり、「失敗から学ぶ場所」になるように、力を注いで行きたいと思います。今年もどうぞよ
ろしくお願いいたします。

学習の流れ
①課題（テーマ）を決定する
②見通しを立てる
・結果を予想する
・調査やまとめの方法を見通す

③調査活動
④考察・検証
⑤まとめ（発表）
⑥ふりかえり

本校は、これまで学校閉鎖等がなかったので、２月以降は時数調整のため、

下校時刻は１４時３０分前後の場合が多くなりますのでご了承願います。



１２月２６日に、厚岸町役場で町内の小・中・高校の児童会および １月１７日、３学期がスタートしまし

生徒会の代表が参集し、すごしやすい学校づくりに向けた実践発表お た。俗に「１月は往ぬる（行く）、２月

よび意見交流会が行われました。今年度の実践発表は、真龍小および 逃げる、３月去る」と言います。あっと

真龍中学校でした。その発表を受けて、グループで意見交流を行い、 いう間に時が流れていきます。登校日で

本校からは、生徒会長の佐藤芽衣さんと副会長の佐々木南菜美さんが 言うと、１・２年生は４５日、３年生は

参加しました。他校の生徒会執行部との交流は特に本校にとっては大 ４１日です。行事では、総合キャリア発

変貴重な場です。同世代の人たちとの交流から得たことを参考に、こ 表会や新入生体験入学説明会、高校入試、

れからの生徒会活動の充実につなげてほしいと思います。 ３年生を送る会、そして卒業証書授与式

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ があります。新型コロナやインフルエン

ザなどの感染症に負けず、１年を締めく

くってほしいものです。始業式では、３

学期に向けての抱負を学年代表の生徒が

右の内容を語ってくれました。

１年生は「なぜ人は働くのか」を課題に、職場見学や町内で働く人たちへのアンケー

トをもとにしてまとめたことを、３年生は、自己実現を図るために進学や就職を含む自

身の今後のライフプランについてまとめたことを保護者や地域（太田自治会の役員さん）

に向けて発表しました。８月は、役場の町民ホールにてふるさと学習の発表会を行った

経緯があります。前回の経験をもとに、目線を聴衆に向けたり、声の大きさに気を付け

たりとどのようにしたらより相手に伝わるか各自工夫する姿が見られ、大きな成長を感

じることができました。ご多用の中、ご来校いただいた皆様ありがとうございました。

１２月２５日、太田小学校で開催しまし

た。今回は、両校の総合的な学習の時間の

取組に関わる進捗状況等について担当から

説明がありました。続いて、授業参観週間

の成果等について共有しました。後半では、

小グループに分かれて学習指導に関わって

の意見交流を行いました。協議では、発達

段階を踏まえた目指す子供の姿やその実現

に向けた指導の在り方等についても意見交

流ができました。今後も、合同研修などを

生かして子供たちの９年間の学びの充実に

向けて一層の連携を深めてまいります。

１月１０日、太田小学校で開催しました。

ブロック交流会とは、町Ｐ連が町内３ブロ

ック内の相互の親睦を図ることを目的とし

て位置付けているものです。新型コロナに

より３年間中止でしたが、今年度復活しま

した。太田地区は小学校が例年１月に開催

している親子行事に中学校も混ぜていただ

く形で行いました。前半はカルタを楽しみ

後半は、お母さん方が中心となってオレオ

ケーキとココアドリンクを作っていただい

たものを参加者でいただきました。和気藹

々と楽しく過ごせたひと時でした。

１年 佐藤 芽衣
一年を締めくく

る行事を一人一人

が責任をもち、自

分の仕事を果たし、

支え合えるクラス

にしたい。三年生

を気持ちよく送り

出したい。

３年 山本 蒼太
受験生の自覚を

もって臨みたい。

挨拶・授業での積

極的な発言などは

継続する。総合発

表は聞きやすくわ

かりやすい内容に

心がける。

【お詫びとご案内】
当日は、同じく午後から小学校で「冬休み体験発表会」があり、両校に在籍の

お子さんがいらっしゃる保護者の方々には、大変ご迷惑をおかけいたしました。

申し訳ございません。今後、このようなことがないよう、保護者や地域の方々へ

公開する行事につきましては、新年度に向けて小学校と十分調整を図ってまいり

ます。今後ともよろしくお願いいたします。

また、２月６日（火）の高学年１日登校日と新入生体験入学説明会に合わせて

１３：１0より同様の発表会を開催いたします。滝川教育長も参観されます。先

にご案内いたしました自治会の役員の皆様もぜひご参観いただければ幸いです。




